
Æ
~

lJ 

• 島
さ
ん
」
で
祝
う

も
の
成
長

秋
も
深
ま
口
、
且
が
そ
よ
ぐ
た
び
に
ち
自
吉
己
と

木
の
葉
が
敵
る
季
節
。
朱
塗
り
の
r<::
神
橋
J
や
本

障
が
美
し
く
眠
え
る
生
島
足
島
神
社
町
境
内
l乱

1
 1月
の
遺
体
に
怒
る
と
多
く
の
皆
さ
ん
が
七
五

三
の
お
密
口
に
肪
れ
ま
す
。
親
し
み
を
と
め
て
f生

島
古
ん
」
と
呼
四
方
も
多
い
の
で
は
鉱
い
で
し
ょ

う
か
つ「
ご
神
橋
J
(
友
の
写
興
}
の
前
I~
、
お
子
さ
ん
由
記

章
写
真
を
撮
る
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
「
今

年
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
の
で
、
お
宮
参
り
に
来

ま
し
た
」
と
い
う
と
失
柵
や
、
振
袖
に
髪
飾
り
を
し

た
娘
古
ん
と
い
っ
し
ょ
に
障
す
親
子
、
構
内
の
池
田

鯉
に
え
古
を
あ
げ
て
察
し
む
家
族
主
主
ど
.
み
ん
花
王

高
し
い
日
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
す
.

今
日

I~何
を
お
願
い
し
ま
し
た
か
?
と
哩
ね
た
と

こ
ろ
‘
「
や
っ
ぱ
り
家
内
安
全
で
す
ね
J
と
指
話
を

い
た
止
い
た
の
は
甘
村
秀
一
世
ん
の
ご
一
軍
圏
分
)
0

「
こ
こ
の
境
内
Iま
子
ど
も
た
ち
が
遊
'
"
の
に
も
ち
ょ

う
ど
い
い
し
、
触
接
す
る
の
に
も
気
分
が
い
し
、
で

す
ね
j
と
の
こ
と
で
し
た
.

週
く
千
数
百
年
目
音
か
5
積
み
置
担
5
れ
て
苦

た
歴
史
と
伝
統
が
、
境
内
の
あ
ち
S
L:吉
51
こ
垣
間

見
ら
れ
る
唱
所
で
す
.
多
く
の
入
力
晴
れ
る
の
に
は
、

そ
ん
な
秘
密
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。



65.8% 

17.9% 

『賛成JrどちSかといえば賛成』
『反対JrどちSかといえば反対』

ξE 

丸
子
町
・
真
田
町
武
石
村
と
の
合
併
に
対
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
お
考
え
を
把
握
す
否
た
め
，

6
0
0
0人
の
市
民

の
笛
さ
ん
を
対
象
に
市
民
意
向
調
査
を
実
施
レ
ま
じ
た
。

刊川月
7
日
⑥
に
開
票
一
を
行
い
ま
レ
た
の
で
，
そ
の
結
果

を
お
知
5
せ
じ
ま
す
。

上田市・丸子岡・真園田・武石村の合併について

6.000f牛

59件

5.9411牛

3.330件

56.05% 

どち§かといえば賛成
791人(23.7%)

有湘前数

菊お婁数

E師数

回答数

回収率

7.9%) 597人。

2500人2000人。人

ω 

1丘11.16 [2l 

少子高齢化、住民=ーズの多様化、国か5

地方への権限や財酒の移讃/J.ど、地域を取り

巻く環境が大きく変化する中で、市岡村の果

たす役割と責任はますます大きくなっており、

合併は避けて通れ広いと考えています。

地域の将来を見据えた新しい地織づくりに

向け、4市町村による話し合いを継続してい

きたいと考えています(開票後の記者会見よ

0)。



9月19日(金)かSlO月21日(火)まで実施した市町村合併市民懇談会、 10月22日(水)

から11月4日(月)まで行った市民意向調査を過して、市民の皆さんか5繊々なご意見を

いただきました。

将来にわたって豊かな住民生活を実現し、簡素で効率的な行政を目指して合併に取り

組んでいますが、合併に積極的なご意見とともに、不安の声やわかりにくいといった声も

聞こえます。

より元気で魅力的拡新しい地域づくりについて、市民の皆さんと議論を一層深めながら

進めていく必要があると考えています。

[3) 15.11.16 

古併を書め地埠の
将来を考えた場合、住民
が主梓的に地鋸づくりに書
加でをるかが重要。もっと
議論が必要では。

舎f量とも積極的に市民の笛さんと意見交換を行コてまいります。
出前講座芯どの織舎を遇Uて.地慢の将来について一緒に蹟舗
じていきたいと考えています。

上国市企画理吉備対策担当 ・
TEL23'5112 FAX25.4100 E-mail"kikakuka@cit .ueda.na ano. 

上国市・丸子園I・寓田町・武晋何倍置盲併協議書事務局
ii=tIllCED.l;yjJs:t<r:!・7678E' mail:ga13pei@city.ueda.nagano.Jo 



監査の結果を公表します目

地
方
自
治
法
第
四
条
第
4
墳
の
規
定
に

よ
る
平
成
均
年
度
定
期
政
変
及
び
同
条
第

?
唖
の
組
定
に
よ
る
平
成
日
年
度
財
政
担

助
閉
体
等
監
査
を
笑
施
し
た
の
で
、
同
条

第
9
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
集
を
次

の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

上
田
市
監
査
要
員

同

石
井
俊
夫

南
雲
典
子

ー
監
査
実
纏
期
間

平
成
時
年

5
月
8
日
か
ら
平
成
何
年
同

月
田
日
ま
で

2
監
査
の
飽
囲

平
成
H
年
度
に
お
け
る
財
務
に
関
す
る

事
務
処
理
の
状
況
、
契
約
、
事
務
及
び
事

業
の
執
行
状
況
等

iE 
孟 対
自象

4
監
査
の
方
法

平
成
H
年
度
上
国
市

一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
の
歳
入
歳
出
及
び
同
付

属
響
惣
の
監
査
に
当
た
っ
て
は
、
財
務
に

関
す
る
穆
務
及
び
事
業
の
執
行
が
法
令
等

に
適
合
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ

た
か
、
地
方
自
治
法
第
2
条
第
M
項
、
同

条
第
お
項
及
び
地
方
公
営
企
業
法
第
3
条

の
規
定
並
び
に
議
会
の
禦
決
の
魯
旨
に
の
っ

と
勺
て
な
さ
れ
て
い
た
か
簿
に
留
意
し
、

聞
係
諸
般
樽
及
び
征
轡
輔
械
を
回
目合
す
る
と

と
も
に
閥
係
資
料
の
提
出
を
求
め
、
関
係

職
員
か
ら
説
明
を
畳
け
て
実
錨
し
ま
し
た
。

な
お
、
建
設
工
事
現
場
監
査
に
つ
い
て

は
、
次
の

7
箇
所
を
他
出
し
て
実
地
監
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
部
下
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

新
設
工
事

健
康
問
祉
部
消
明
こ
ど
も
館
改
修
工
事

農
政
部
地
方
特
定
農
道
緊
急
藍
備
事
業

川
西
地
区
僑
梁
工
市
場

都
市
建
般
都
内
網
団
地
総
帥行
事
業
(第

5
期

I

・J
傑
)

上
下
水
道
府
農
業
集
落
緋
水
事
業
処
理

施
設
新
設
工
事
(小
泉
処
理
場
)

教
育
署
員
会
城
下
小
学
校
校
舎
改
築
事

業

・
市
民
の
森
公
園
馬
術
場
軍
備
事

業

5
監
査
の
結
果

予
算
の
執
行
及
び
財
産
の
管
理
並
ぴ
に

財
政
運
営
会
一般
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
逐

年
改
善
の
あ
と
が
惣
め
ら
れ
、
お
お
む
ね

溢
正
で
あ
り
所
期
の
成
果
を
収
め
た
も
の

と
臨
め
り
れ
ま
し
た
。

特
に
、
市
長
叫

T
m動
特
別
職
の
給
料

崎間
良
報
酬

・
管
理
吸
手
当
の
削
減
、
補
助

金
の
廃
止
・
削
減
、
市
民
総
合
健
康
づ
く

り
計
画
の
策
定
に
よ
る
健
康
対
策
、
市
俄

発
行
の
抑
制
と
繰
上
慣
還
に
よ
る
市
債
残

高
の
減
少
、
純
設
予
約
案
内
ン
ス
テ
ム
の

-
郎
廃
止
等
に
改
善
の
あ
と
が
留
め
ら
れ

ま
し
た
。

な
お
、
事
務
処
理
上
、
留
意
文
は
改
脅

す
べ
き
京
国
は
、
そ
の
都
度
爾
意
、
改
替

を
促
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

主
な
改

普
要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川
財
政
状
況
に
つ
い
て

ア

一
般
会
計

間
続
入
に
つ
い
て

平
成

8
年
度
以
降
の
主
な
歳
入
は
回一回

岡
田
の
と
お
り
で
す
。

-
市
税
は
年
度
に
よ
り
増
減
が
あ
り
ま
す

が
、
総
体
的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
大
き
な
要
因
は
、
不
況
に
伴

う
役
収
の
落
ち
込
み
と
滞
納
額
の
地
加

に
よ
る
も
の
で
す
。
滞
納
麓
理
に
つ
い

て
は
、
滞
納
盤
翠
者
の
増
員
が
図
ら
れ

{単位百万円}

童手
市税収両入両 利交子付寄金j 交消地付費方税金 交地付方貌 支国出庫金 支県出金 借市入債金繰入金 緒収入 その他 合計

度

8 17，307 (7加| 268 211 5，044 3.396 2，459 441 2，838 11078 4.315 47.167 

10 17.714 (1.24011 159 1.417 5.257 4.266 1.728 677 2.850 9β17 7.788 51.473 

13 17β32 (1日d750 1.370 6.926 3.774 1.817 1，182 3，557 4，847 4，307 46，162 
14 16，996 1.201 6，715 3，923 1.785 1.241 4.389 4.845 4.112 45.409 

E盟
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

一

層
納
税
対
策
に
意
を
用
い
り
れ
る
よ
う

袈
望
し
ま
す
.

-
利
子
割
置
付
金
の
平
成
凶
年
度
の
地
加

は
、
郵
便
局
の
定
額
貯
金
の
大
量
満
期

と
い
う
特
殊
事
情
に
よ
る
も
の
で
、
平

成
H
年
度
は
例
年
並
に
戻
り
、
今
後
も

増
加
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

地
方
消
寅
税
吏
付
金
は
、
所
得
が
減
少

す
る
中
、
社
会
保
隊
問
迎
費
用
の
負
担

増
が
倹
対
さ
れ
て
お
り
、
消
費
は
抑
制

さ
れ
、
消
費
説
の
増
加
は
期
待
で
き
ま

せ
ん
。

-
地
方
空
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
は
、
事
業
盤
の
多
寡
に
よ
り
ま
す
が
、

国
の
財
政
改
革
の
も
と
縮
減
傾
向
を
た

ど
る
と
恩
わ
れ
ま
す
。

繰
入
金
、
諸
収
入
は
、
ほ
と
ん
ど
が
基

金
の
取
崩
し
と
貸
付
金
の
回
収
に
よ
る

も
の
で
、
実
収
入
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

.
市
債
(
借
入
金
V

は
借
入
過
多
と
な
っ
て

お
り
、
八
ム
償
費
負
制
但
比
皐
は
3
年
連
続

で
危
険
ラ
イ
ン
(四

%
)を
超
え一、

盟
-

3
%
と
な
勺
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
市
俄
哩
行
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

{単位百万円}

合計

46.658 

51.101 

45.210 

44，611 

医麹

(i.主}各項目ごとに単位釆泌を図槍玉入しているため合計と肉釈が 致しない場合がある。
内1み 下水温関連の補助金等で内数.

同
続
出
に
つ
い
て

平
成

8
年
度
以
降
の
性
質
別
歳
出
は

関

闘

の
と
お
り
で
す
。

-
消
質
的
経
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

の
で
、
削
減
を
固
勺
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
特
に
人
件
費
は
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
少

な
い
職
員
(臨
時
、

パ
ー
ト
等
}
で
の
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

-
役
資
同
経
費
は
、
学
校
、
保
育
筒
、
市

民
会
館
、
文
化
施
役
等
の
老
朽
化
が
進

み
地
加
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
財

政
的
に
余
絡
の
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

・
そ
の
他
の
支
出
の
う
ち
、
公
償
責
は
市

償
残
高
が
6
2
4依
円
と
多
額
で
あ
る

こ
と
か
り
、
高
止
ま
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
特
別
会
計
及
び
下
水
道
関

係
へ
の
繰
出
金
〈補
助
金
等
)も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は

Z
m
一

般
会
計
を
圧
迫
し
ま
す
。

イ
特
別
会
計

問
医
療
3
会
計
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
誼

保
険
の
給
付
額
は

2
2
1
億
円
余
(国

保
、
老
人
は
本
人
負
担
分
を
含
む
J
で、

平
成

8
年
度
対
比
で
百
億
円
余
(年
率

平
均
9
%)
の
大
幅
な
地
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
っ
て
繰
入
金
も
、
平
成
8

年
度
対
比
で
約

1

5
倍
の
四
億
円
余

と
な
り
、

一
般
会
計
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。

同
そ
の
他
の
特
別
会
計

医
療
3
会
計
以
外
の

7
特
別
会
計
に

つ
い
て
も
、
依
然
と
し
て
繰
入
金
〔約

問
億
円
)
に
依
存
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
改
善
が
盟
ま
れ
ま
す
。

[4 ) 15.11.16 

国
財
務
比
率
に
つ
い
て

ア
経
常
収
宜
比
事

経
常
収
支
比
率
は
、
田
%
を
超
え
る

と
財
政
構
造
の
弾
カ
性
を
失
い
つ
つ
あ



【監査の結果を公表します 目
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
関
市
の
経
常
収
支
比
率
は
、
平
成

四
年
度
以
降
3
年
波
畿
で
曲
%
を
超
え
、

平
成
U

昨
年
度
は
田
8
%
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
経
費
の
抑
制
を
図
る
と
と

も
に
、
財
源
の
鍛
保
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

イ
公
債
費
負
担
比
寧

上
田
市
は
財
源
不
足
を
市
償
(
借
入

金
)
に
傾
っ
て
き
た
た
め
、
公
償
資
口

組
比
率
は
平
成
四
年
度
か
ら
危
険
ラ
イ

ン
で
あ
る
叩
%
を
超
え
、
平
成
凶
年
度

で
は
盟

・
3
%
(
げ
市
中
島
問
下
位
v

と
な
勺

て
い
ま
す
の
で
、
成
問
削
減
を
図
り
1

日
も
門
ゃ
い
危
険
ラ
イ
ン
か
ら
の
脱
却
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
.

四
国
家
財
政
の
地
方
へ
の
彫

.
に
つ
い
て

ア
園
の
借
入
金
に
つ
い
て

平
成
凶
年
度
末
の
国
の
借
金
ハ
国
債

と
借
入
金
)
は
、
こ
の

ω年
間
で
2
・8

惜
の
6
6
8
兆
円
に
担
婚
し
、
前
年
度

と
比
べ
て
も
創
兆
円
(
日

・
1
%
)
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
意
を
要
す
る
自
は
、

国
債
依
存
度
が
年
々
上
昇
し
て
平
成
同

年
度
予
算
で
は
叫

・
6
%
と
怒
り
、
間

も
な
く
半
分
を
借
金
で
賄
う
と
こ
ろ
ま

で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
財
務
省
は
、
こ
の
ま
ま
い

く
と
悶
年
後
の
平
成
却
年
度
の
国
債
残

高
は
約
5
例
峨
の
9
3
0
兆
円
に
な
る

と
試
算
し
て
い
ま
す
.

イ
地
方
債
(
地
方
公
共
団
体
の
借
入
金
V

に
つ
い
て

地
方
債
の
残
高
も
毎
年
期
え
続
け
、

同
年
で
2
倍
の
1
3
6
兆
円
に
速
し
て

お
り
、
今
後
も
検
収
不
足
等
で

m加
が

予
怨
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
園
、
地
方
と
も
に
借

金
過
多
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ウ
医
療
費
問
題
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
は
高
齢
化
に
伴
い
、
こ

の
ま
ま
い
く
と
医
療
費
は
担
年
後
の
平

成
計
年
度
に
は
、
現
在
の
甲
米
予
算
に

匹
徴
す
る
剖
・
4
兆
円
に
な
る
と
叙
算

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
大
す
る

返
療
費
に
対
し
て
は
、
国
だ
け
で
な
く

地
方
公
共
団
体
や
国
民
も
応
分
の
負
担

を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
勺
て
き
て
い
ま

す
。

工
隼
金
問
題
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
の
年
金
白
容

「引
世
紀

の
年
金
を
構
築
す
る
」
に
よ
る
と
、
平

成
日
得
度
本
の
厚
生
年
金
の
給
付
債
務

総
額
は
2
1
4
0
兆
円
に
逮
し
、
う
ち

財
訴
手
吋
訴
は
1
6
1
0
兆
円
で
妓
り

の
5
3
0
兆
円
は

「将
来
の
保
険
料
引

上
げ
に
よ
り
附
う
分
』
と
さ
れ
て
お
り
、

製
在
の
国
債
発
行
結
成
前
ハ同
年
度
水
見

込
4
5
0
兆
円
)
を
上
回
る
額
が
未
解

決
と
な
勺
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
も
、
保
険
料
の

未
納
準
は
訂

・
2
%
で
、
未
納
額
は
1

兆
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る

人
口
ピ
ラ
‘
、
ッ
ド
の
逆
三
角
形
へ
の
修

行
を
考
え
る
と
、
年
金
問
題
ひ
と
つ
を

と
っ
て
も
、
国
民
、
特
に
若
い
世
代
に

と
q

て
大
き
な
問
題
と
い
え
ま
す
。

凶
家
計
の
状
置
に
つ
い
て

ア
平
成

M
年
度
の
全
国

一
世
俗
吋
た
り

の
所
得
は
、
6
0
2
0
下
円
で
5
年
辿

鋭
で
マ
イ
ナ
ス
と
抱
り
、
過
去
量
高
だ
。

た
平
成
6
年
度
に
比
べ
約
i
捌
6
2
0

千
円
の
減
少
と
な
う
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
保
険
料
や
公
共
料
金

等
は
今
後
も
増
加
が
且
込
ま
れ
、
家
計

は

一
層
厳
し
さ
を
噌
し
て
き
ま
す
。

イ
全
国
の
生
活
保
種
世
俗
は
、
6
年
間

に
剖
。
。
(
上
聞
市
は
四
4
0
苅
〉
地
合え
て

い
ま
す
.

ウ
上
岡
公
共
.
業
安
定
所
管
内
の
求
聡

者
数
は
4
8
0
0
人
、
求
人
数
は
3
0

0
0
人
で
、
差
引
1
8
0
0
人
(
世
帝

人
口
で
約
5
0
0
0
人
}
が
聴
を
失
い
、

生
活
を
死
守
し
な
け
れ
ば
な
り
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
.

エ
市
授
の
滞
納
蜘
酬
は
、
収
入
滅
領
の
約

l
割
に
逮
し
、
年
々
噌
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

オ
総
体
で
み
た
家
計
の
金
風
資
産
は
、

平
成
2
年
度
の
1
0
1
3
兆
円
か
ら
平

成
H
年
度
は
訂
・8
%
幽
唱
え
1
3
9
6

兆
円
と
な
勺
て
い
ま
す
が
、
働
き
盛
り

で，

r供
の
い
る
伺
代
で
は
逆
に

M

g

o
f減
少
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
借
入
金

の
あ
る
附
併
は
、
全
世
帯
の
針
。
可
で
情

人
残
高
は

-
世
mw吋
一た
り
1
3
2
2
千

円
と
は
り
、
平
成
3
年
と
比
べ
百
%
増

え、

7
捌
が
住
宅
ロ
ノ
と
伝
う
て
い

ま
す
.
こ
れ
を
み
て
も
、
世
代
聞
の
格
置
が

鉱
大
し
て
い
る
こ
と
が
つ
か
が
わ
れ
ま

す
。

間
む
す
び

以
上
の
と
お
り
、
国
も
地
方
も
借
金
過

多
に
よ
る
財
政
選
営
と
な
勺
て
事
り
、
行

き
着
く
と
こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
勺
た
状
況

に
を
の
り
ま
す
し
、
家
計
も
大
変
厳
し
い
状

況
に
な
勺
て
い
ま
す
.

こ
う
し
た
中
で
す
の
で
、
園
、
地
方
も

発
似
の
転
値
観
が
求
め
ら
れ
、
今
ま
で
行
勺

て
き
た
か
り
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
ま
た
、

今
ま
で
の
経
良
線
上
で
物
事
を
考
え
る
の

で
な
く
、
納
後
者
の
立
場
に
立
勺
て
ひ
と

つ
ひ
と
つ
発
銀
を
変
え
改
停
を
固
ラ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
.

上
間
市
は
先
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
、

成
人
の
伸
び
が

m待
で
き
屯
い
状
況
の
中

で
、
年
金
、
介
額
、
医
織
を
は
じ
め
、
学

校
教
首
、
少
子
化
対
策
、
舘
崎
駿
動
盟
備
等
に

対
す
る
雄
山
は
噌
大
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
望
み
ま
す
。

@一
蔵
員
数
の
一

層
の
削
減

平
成
M
年
の
「市
町
村
合
併
に
つ
い

て
の
市
民
意
稔
調
査
結
操
」
に
お
い
て
、

合
併
の

一
番
の
効
果
は
「
駿
員
数
の
削

減
」
と
答
え
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
の
う
ち

か
ら
新
規
探

mを
見
合
わ
せ
る
な
ど
の

対
策
を
鴎
じ
り
れ
る
よ
う
車
盟
し
ま
す
。

曲
財
政
指
棟
の
改
普

上
岡
市
の
経
常
収
支
比
率
及
び
公
債

賢
負
担
比
率
は
赤
信
勾
と
芯
勺
て
お
り
、

財
政
楠
遣
に
お
い
て
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い

て
い
ま
す
の
で
、

ζ
の
改
曹
に
向
け
た

取
り
組
み
を
W
K
盟
し
ま
す
.

qh政
僻
備
制
度
の
娘
道

歳
出
の
且
直
し
を
骨
い
、
市
民
が
真

に
必
要
と
す
る
施
策
で
あ
る
か
、
続
金

宇
佐
わ
ず
に
市
川
氏
。
り
行
う
こ
と
に
よ
勺

て
歳
出
削
減
で
き
る
も
の
は
な
い
か
、

金
梁
務
に
つ
い
て

一
日
も
卓
い
行
政
評

価
が
行
わ
れ
る
よ
っ
盟
み
ま
す
。
特
に

駿
且
に
よ
る
評
価
の
み
で
江
く
、
外
務

に
よ
る
野
舗
が
行
わ
れ
る
よ
う
要
盟
し

ま
す
。

@
業
務
の
外
部
量
在
化

上
回
市
は
外
部
書
徒
を
か
な
り
進
め

て
き
て
い
ま
す
が
、
直
に
他
市
の
情
報

を
入
手
す
る
ほ
か
、

N
P
O
(上
国
市

に
約
2
0
0
間
体
)
の
活
用
を
図
り
、

一
層
吾
長
化
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
要
盟

'レ
e志
す
ヲ
。

@
荷
政
ザ
1
ピ
ス
の
再
後
肘

財
測
が
厳
し
い
中
、
新
級
事
業
を
進

め
る
に
当
た
勺
て
は
桃
山入
金
に
瀕
る
の

み
で
な
〈
、
各
幡
慣
行
政
サ
ピ
ス
の
廃

止
、
削
減
、

一
時
休
止
な
ど
に
よ
り
、

健
出
削
減
を
図
り
財
部
を
総
出
し
た
上

で
、
新
規
事
業
を
集
結
す
る
体
制
づ
く

り
を
要
盟
し
ま
す
。

ま
た
、
各
組
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

に
つ
い
て
は
、
畳
益
者
負
但
の
原
則
に

必
づ
き
、
徐
々
に
市
民
に
も
応
分
の
白

勉
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

1

監
査
実
施
期
網

平
成
同
年
9
月
9
日
か
ら
平
成
時
年
叩

月
沼
固
ま
で

2

監
査
の
対
象

川
上
図
市
人
権
脅
発
推
進
蚕
員
会

上
田
市
人
倫
啓
発
縫
進
聾
員
会
繍
助
金

問
上
図
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
箇
織
会

上
田
市
子
ど
も
会
脊
成
週
絡
協
篠
会
事

業
補
助
金

間
岡
信
州
う
え
だ
フ
ァ
ー
ム

遊
休
島
地
保
全
管
煙
対
策
本
業
補
助
金

凶
別
所
週
東
銀
銭
組
合

別
所
温
泉
概
光
耳
伝
事
.
候
補
助
金

3

監
査
の
方
法

平
成
M
年
度
の
循
助
金
の
事
務
処
理

状
況
及
び
団
体
の
出
納
そ
の
他
事
窃
の

執
行
で
当
骸
財
政
俊
助
に
関
す
る
も
の

に
つ
い
て
、
調
書
と
関
係
書
績
に
よ
り
、

市
関
係
寝
か
ら
説
明
を
聴
取
す
る
と
と

も
に
、
当
銭
団
体
に
お
い
て
も
実
地
監

査
を
行
い
ま
し
た
・

4

監
査
の
結
果

補
助
金
の
事
務
処
理
状
況
及
び
団
体

の
出
納
そ
の
他
事
務
の
執
行
に
つ
い
て

俗
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
・

な
お
、
補
助
金
の
交
付
決
定
、
交
付

信
定
に
一
お
い
て
は
、
よ
り
適
正
、
厳
絡

な
事
窃
処
理
に
配
畠
息
さ
れ
る
と
と
も
に
、

補
助
金
交
付
に
測
す
る
轡
鎖
を
簡
素
化

し
、
本
務
処
理
の
効
寧
化
を
困
る
よ
う

要
盟
し
ま
す
.

1五11.16[5) 



塩田城下吋

• 
東
前
山
は
塩
田
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
中
世

(回
世
紀
末
i
M
世
紀
末
)
の
都
市
で
す
。

嵐
凹
城
は
今
か
ら

7
3
0年
ほ
と
前
、
鎌
詣

幕
府
田
重
臣
・
北
条
義
政
に
よ
り
築
か
れ
、
こ

の
地
方
の
政
治
文
化
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

弘
法
山
麓
の
減
跡
か
ら
眺
め
る
と
、
東
前
山

の
集
落
中
央
を
北
か
ら
南
へ
一
本
の
道
が
走
り
、

そ
の
道
と
交
差
す
る
横
道
が
約
1
0
0
メ
ー
ト

ル
お
き
に
且
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
中
世
の
都
市
計
画
に
よ
り
建
設
さ

れ
た
道
路
で
、
下
城
戸
、
下
町
、
立
町
、
本
町
、

内
堀
、
談
義
所
、
御
所
申
入
り
、
院
内
な
ど
申

地
名
が
塩
田
城
下
町
の
規
槙
の
大
き
さ
と
賑
わ

い
を
偲
ぱ
せ
ま
す
。

鎌
倉
幕
府
滅
亡
桂
の
塩
田
械
は
、
塩
水
(現

埴
科
郡
坂
城
町
)
の
村
上
氏
の
領
有
と
な
り
、

代
官
福
沢
氏
が
室
町
後
期
ま
で
居
城
し
ま
し
た
。

さ
ら
に

1
5
5
3年
(天
文
詑
)
に
は
、
武
田
信

玄
が
こ
れ
を
陥
れ
、
し
ば
ら
く
領
有
す
る
な
ど

幾
多
の
移
り
変
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

梅
田
城
跡
近
く
の
前
山
寺
は
、
北
長
義
政
が

こ
の
地
に
居
を
構
え
た
と
き
、
祈
願
寺
と
し
て

信
仰
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

t 

こ
の
寺
が
聞
か
れ
た
の
は
弘
仁
年
間
(
8
l

』

S
2

0
1
8
2
4
)と
の
説
も
あ
り
、
ま
さ
に
古
利

(古
く
由
緒
あ
る
寺
)
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
寺
院

で
す
。
境
内
の
三
重
塔
(困
必
漉
吋
〈
北
羽
目
は、

二
層

と
三
間
に
あ
る
は
ず
の
廻
縁
と
勾
欄
〔手
す
り
)

が
な
い
な
ど
未
完
成
で
す
が
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
完
成
さ
れ
た
英
と
尊
厳
を
保
っ
て
い
ま

す
。作
家
・
立
原
正
秋
は
こ
の
塔
を
仰
吉
み
て
、

「自
分
の
背
後
に
横
た
わ
っ
て
い
る
現
世
の
不

確
か
さ
を
信
ず
る
こ
と
が
出
来
た
。
現
世
で
は

ど
う
で
あ
れ
、
後
世
を
た
す
け
た
ま
え
、
と
言
勺

た
む
か
し
の
信
心
が
、
こ
の
と
き
ほ
ど
私
の
胸

に
よ
み
が
え
っ
て
き
た
こ
と
は
な
い
」
と
普
い

て
い
ま
す
(「
古
寺
の
宝
庫
信
州
塩
旧
の
里
」)。

こ
の
文
章
は
昭
和
布
年
、
雑
誌
「旅
」
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
白
こ
ろ
か
ら
塩
旧
平
由
寺
祉

を
訪
れ
る
観
光
客
が
多
く
な
り
、
前
山
寺
の
三

重
塔
は
、

「未
完
成
白
完
成
塔
」
と
し
て
広
〈
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

[6] 15.11.16 

(平
野
勝
量
)

-このベージI~市置所で職場体駐学習をした車五中学校 2 年生久保田真在さんが編集しました。
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-
と
き

刊
月
羽
田
出

午
睡
1
時
四
分
5

-
と
こ
ろ

上
田
高
校
間
窓
会
誼
2
暗

・
同
容

自
由
対
局
(
2時
間
)

調
理
、
指
導
碁
(
百
時
一
闇
)

置
措
応
答
(
担
分
)

中
山
典
之
(
日
本
棋
院
六
段
)

-
情
師
さ
ん

圃
演
圏
「
日
本
文
化
と
し
て
の
囲
基
」

・
書
加
料

開
料

-
申
込
み

刊
月
四
日
固
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
企
画
運
営
上
田
高
校
棋
連
盟
員

口
月
6
日
出

午
後
2
時
3

・
と
こ
ろ

文
化
会
館

.
漢
書
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

キ
住
真
理
手

-
と
き

ピ
ア
ノ
麗
井

一
興

…
・
入
場
料
一
般
2
5
0
0
円

小
中
学
生
1
0
0
0円

障
害
者
の
方
は
半
額
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民営 1臼H25T婆日闘言動 へ品目計専門雪25雪2量

11i主主主投開園軒目;ieiiiFi
ちはzす皆子説文子の 置圏官署 日!ン 4 公抽に S へ 保zb 。z喜望告;星 回運蚕副 重量選主自菌事 t
u の さを相 i語 ・量孟量ー一二二ノ 聾 3 闘 い る 申

者
に
週
間
し
ま
す
)

口
月
叩
日
出

午
前
叩
時

3
正
午

田
の
館
『
そ
ぱ
処
』

3
周
年
記
念
感
謝
祭

電話がかかって来た場合の対応
0あわてることなく、 必ず子どもや孫と連絡を取り、 事実を確認する。
O不審に患ったら、すぐ.寮に相談する.
被書にあったら、警察に連絡してください。

「つ
1丘11，16[71 
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町田両面五E 耐震量辞"問題号持こ憲章国
あプ ζE理ヨ 主Zt堕|力性にと闇月す高と、ににり聞に士
た円壬 E組且IC元国|を宅 な盃 24る抽な唾なつ坦 査 担空
容抱・圃監週 正あ吾l 高地封つ 員 日こ出る宅つい査 ZFい
まにえ E国 語ん| 廟等量た証号としも翠てて52Z
す応て E咽E還 と車 こ主l いをと世をりとたの簡い自主"コで
い眠fi書官二よ| し闘な害持 12な拘でをるご困￥半 l立
てる・a溜Z全長主1 ま 査 つをつ月つ 1t行かろのま成 12
・圃圃E 無 | すした酎た 7 て O うなど家主雲雀.言動 。ま世街闇日い 4 上よどの歴 年 1

お.害事引 Z雪i責事手事里量高害車 皇日
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京芸。4gf量五車雪国軍割雲間E雪重量E5聖益事ZE主弓日E右差
た 、 めつ Lhf車有有酌島組長畢樋温 こJ引料 者彊撞 士担 ど産品 内ろ あっ掻臨制
だ手 にた庁、す者車圃監奮闘異イ| な物定、 当 、信 容 午 1255そ胆カミ E王
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特 ・・・・Eニーノ 不聾 求重言 。ま しく固ま

・ つ 事 工
き指植市 申 いの 書房 宅

号室哲2望E量E出
ん事で棋輔問点ワ (J)
0 届く用 ら Zす
でだ開 せ使場止
なさ拍 し用百省
けい通 ま 料の干
れ。閉 すの申 音

望 話 。霊軍主
事 ぃ iム続水
はたい、設
でか に工備

で、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

“

排
水
設
備
等
新
世
等
計
画
確
認
申
謂

・
手
続
き

窓

口

一

置
を
市
へ
撞
出
し
、
確
留
を
受
け
で

原
付
パ
イ
ク
・小
型
特
韓
白
酌
翠
に

“

く
だ
さ
い
。

つ
い
て
は
、
市
税
輯
障
措
税
M

聞
か
各

・
-
工
事
専
の
留
意
点

支
所
へ

一

指
定
工
事
届
で
下
水
道
施
行
基
準
等

四
輪
・
二
輸
の
軽
自
動
車
等
に
つ
い

"

に
従
い
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

て
は
、
畳
野
県
自
室
用
自
動
車
協
会

.

雨
水
の
配
管
は
下
水
道
へ
撞
続
で
さ

よ

小

支

部

へ

ま

せ

ん

の

で

述

書

思

し

て

く

だ

さ

い

。

工
事
完
了
後
、
排
水
盤
備
慣
用
開
始

届
出
・慣
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
完
了
居
の
担
出
後
検
査
を
行
い

ま
す
。

-
恒
用
料
の
お
支
払
い

下
水
道
世
用
料
は
排
水
位
惜
慢
用
問

拍
届
出
.
に・
冒
か
れ
た
開
始
日
か
ら

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
指
定
工
事
屈
で
そ
れ
ぞ
れ
の

申
摘
庭
ひ
完
了
の
手
続
を
代
行
し
て

い
ま
す
の
で
工
事
の
障
は
確
認
を

し
て
く
疋
さ
い
。

一
緒
に
身
近
な
理
揖
に
つ
い
て
考
え

環
境
保
全
の
取
組
を
し
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
生
逼
理
壇
眠
へ

-
と
き
刊
月
四
日
闘

午
後
1
時
四
分

圃
と
こ
ろ

清
浄
園

-
内
容
林
一
六
さ
ん
(
筑
波
大
学
名
沓
教
侵
)

に
よ
る
調
演
ほ
か

圃
相
臨
日

日
程
衰
の
と
お
り

圃
相
酷
同
容

い
じ
め
・嘩
待
等
子
ど

も
に
関
わ
る
問
題
、
セ
ク
ハ
ラ
等
女

性
に
関
わ
る
問
題
、
親
手
・
尭
揮

近
隣
の
問
題
な
ど
日
常
困
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
。
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人権組談日程表
「一一τz

12月108刷
午後1崎-4'奇 塩田公民館

農村環境
改善センター

ところ

前世所
南庁舎6階

川西公民館

12月4日同
午後1時-4降

'2月5日出
午前10時~午後3崎

12月8日開
午前10時~午後3時

ロ
月
4
日
5
叩
日
は

「
人
権
週
間
」
で
す

育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
鵬

身
近
な
こ
と
か
ら
入
植
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

l

星
野
地
方
法
務
眉
と
よ
田
市
の
人
権

撞
謹
萎
員
協
輯
会
で
は
、

人
権
週
間
の

行
事
の

一
珊
と
し
て
、
人
権
椙
世
を
聞

睦
し
ま
す
。
相
臨
は
時
料
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、

B
-R
軽
に
ご
相
酷

く
だ
さ
い
。

r 
‘ 

んス八
町揮ス千

語量雪突
用ど lス
を示ス醐
le新にの
雪腔 11置

EZZ手
~， *日る

号てET室
主皆主語
l。さパ璃・12月の粗大ごみ回収日

12月20日出・・クリーンセンター駐車場
回収時聞は午前10時~正午。処理費用(実費}がかかります。
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中学校区にあわせ地域ごとに次の4会場で行い

ます。

会場

文化センタ

贋村理境
政蕎センタ

暗南 川西地区l一仁田創造館ホール

公民館地区

中央・西部地区

上野が丘地区

中学校

中・二中・三中

五中

田中・六中

温田中

成人式の案内状の送付について
今回の成人式は昭和58年4月2日から昭和59年4月1

日までに生まれた方が対象となります。上田市に住民畳

聾されている方には、年内(12月中旬)に案内状をお送り

しますが、学生主主どで上田市外に住民量録をしている方

で、軍躍が上田市に佳み、成人式に出席を希望する場合

l志 12月19日固までに生産学習課青山年距へご連結くだ

さい。案内状を送付します。

.平成16年の成人式について
・日程 平成16年1月11日(日曜日・成人の呂町前日)

午後 1時四分から

国会場

モルティしおだ

3託為。を知ってL、ますか?

塩田地区

.問合せ生涯学習課青世年係~引.. 1

「ネットワークハウス縁舎」完成
~みなさん、お気軽にお立ち寄りください~

T
Z
 

.m禰考

同

制-m
惜

叩
.

若者のパワーと新しい尭盟をし、かした地域づくりをめざ

す非世帯lのグループ「学生地域くらし剖り考房こみっと」
が、この10月、地域の活動銀おIネットワ クハウス融合」
をオープンしました。

これは、下之郷の長福寺の 角にある、元かしわ保育闘

だった建物を、同グル プが村魁住職の協力を得て改修し、

学生や地域の人が出会い、一拍に地域づくりを実践する拠

点として整備したものです。

工事は、県の補助金で貰材を買い、学生と地峡のボラノ

ティアですすめました。大工さん、電気屋さん、着仮昆さ

んほか散々の専門職の方や「地場通貨ま~ゆ」の方々のご協

力や、たくさんの貰材の提供をうけ、新しいタイプの市民

事聾の姑まりの場としてふさわしいスタートを切ることが

できたとメノハーは自白しています。

こみっと主催事業も盛りだくさんですが、学習会やイベ

ン卜、 NPO活動などに利用していただけるような、コミュ

ニティの掴まり墳としてさらに藍摘を進める予定です。

連臨先 090-2520・78田竹内克(事務局長・長野大学)

マ
布
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周
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ブ
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マ
オ
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ル

タ
ン
ク
(
3
5
0
幻
)

10月23日刷、井海晴巳

さん(越戸)が母盛市長を

訪れ、自作の蹴鞠をご寄

附L、ただきました。蹴鞠

は直置16cmで、鹿皮を 2
枚曲って球状に植い合わ

せたものです。つなぎ目

は馬の背庄で補強し、表面にはつやを出すためチタンを撞勺

て仕上げてあります。

昨年のワールドカップサッカー(目線共惜〕の折には、井

揮さん宅の蹴鞠がNHKの番組で紹介されるなど、全国的
にも括阻されています。現在は、信州大学繊維学部教担・

苔口彬雄さんの研究室の学生の皆さんが、月 l回の蹴鞠の

舗習を行っています。

「蹴鞠は健康にもいいし、日本の時れるスポーツでもあ

ります。市民の皆さんにも、ぜひ蹴鞠のことを知ってほし

いですJと井海さん。これからも蹴闘の普及に柑力的に活
動されるそうです。
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直
珪
叫

間
程
度

・
ガ
ス
A

日
付
さ
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マ
物
干
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マ
布
団
子
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マ
醤
通
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ヤ
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1
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マ
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(
わ
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し
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ち
の
手
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・
1

3
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蹴鞠(けまり)

今からおよそ1400年ほど前に、仏教意どといっしょ
に中固から伍わったもので、平安時代には宮中で盛ん

に主主りました。嫌倉時代には，武士階級でも盛んに蹴

鞠が行われるようになり!室町時代を経て江戸時代に

入ると、 般庶民にまで普及しています。

12月6日出ツルヤ大慶応、マツヤ上国庖(11I西)
12月13自国 西友秋和直、西友三好町庖、 Aコープコア塩図庖
12月20日出 マツヤ上回インタ后、やおふくよ掘庖
12月27日出 やおふく上相宿、しおだ野ショッピングセンター

-ウィークエンドリサイクル12月の日程
回収時間1:午前10時~正午〈時間厳守J• 
. 曜のぴん、缶.古紙、古布が出せます.1五11.16(9] 
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日
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。
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よ図ロケ情報はこちらのホームページからご置になれます.
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ま
す
。

内 一一一容
÷ 

クロ スアップマジック&アートバルーン入

r'i1 
カ ドを使ったマジック lまか
~まずほ、カ ドのテクニックを学{まう~
風船を使って楽しい作品を作ろう

クロースアップマジック&アートバルーン応
用嵐
カ ドマジックをもっと知ろう
~ふしぎふしぎの也界へ~
アートバルーンで実の世界

ほか
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海洋教
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9月17日・18日、富山遣に保留されている嗣伏木富山君 ・題王

丸財団の帆船「題王丸」で、よ田ユネスコ協会、教育垂員会によ

り趨洋教室が行われ、小 ・中学生54名が診加しました。診加した

子どもたちは貴重な体験がで智、特にカッター(手書ぎポート)の

洋上劃師では、仲間の動きが一つに在って、制が前に進むことを

体睡し、共同 ・協力の大切さを感じたと思います。

会館定期着婦のため、 12月8日聞は臨時休館とさせていただきます.llIiI翠-翠園
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INFORMATION傍1.防法式プUEDA

あなたの水道にも防寒をしてください
水道が凍結する季節になりました。水道由凍結は、気温がマイナス 40C以下になると起こります。
凍結防止をして、冬白寒さから水道官を守りましょう。

・破裂 ・事りやすいところ 哩電熱帯のコンセントを忘れずに入れる。

①北慨にある水道官 嘩立ち上がり管や蛇口に保温材 ・凍暗防止宇野を巻く。

@風当たりの強いところにある水道菅 圃破劃しτ水が出たら
@水道管が露出しているところ 立ちよがり下の不凍絵かメーターボックス内の止水陸

笹屋外にある水道 で水を止めてくださL、。止まらないとさ隊、破裂か所こ

・理っτ水が出ないとき 布かテブを巷き応急処置をして、指定工事届へ修理問

蛇目 立ち上がり、メーターの慣にタオルカ布をかけ、 世頼をしてください。

お調をかけて逼かしてください。 宅地閣の修理由1;1個人負担に主ります。メ タの

・水道四車結を防ぐにl孟 破績も同様ですのでごi主意ください。
①メーターボックス問を保温(1まろ布、聖坦スチロ ル ・メーターポックス申上に鞠を置かないでf
などを月れたビニル袋 3-4袋を、メ タ を包む 水道の検針は2カ月に一度行っています。水道メーター
ように入札る)する。 が入っているボックス¢ょには車や物を置力ないように
②不束詮1;1耳目忘れずに閉める。 出願いします。

l ・問合せよ下水道局営業課M'"，.a~I~ 上水道課l'i'l'lCl・Iifm I 

有料道路通行料金の障害者割引制度が改正されます
1 a史正由額要
(1 )割引柾を廃止し、身体障害者手帳または療育手帳(以
下「手帳」という。)のみで劃引適用

12)E TCノンストップ走行時の割引適用(ET Cを御利
用の方のみ対象)

13)割引措置の有効期間(2年間)の設定(更新可)

2 改正時期
111手帳のみで割引適用 平成15年12月1日開~
ロ)ETCノンストップ走行簡の割引適用 平成16年1月
20日出~

3 手続方法
(1 )畳付開始 平成15年12月1日聞から福祉曹窓口にて
ただし、 ETC劃引については、福祉聾で手続さ
龍、有料道路事業者の窓口への事前量録が4凄とな
ります。

12)申請の際の持ち物手帳、車検証、免許旺、お持ちの
割引証
終割引証の廃止については 平成均年12月1日以降に新制度
の聖付手続きをなされた方から適用し、廃止される割引証
の有効期限は 平成16'芋5月31日までとなります。

| ・問合せ間止課岱!'1C_Iol

平成15年
-地価調査基準地価格表〈単位 円)

平成15年 平成14年 基準地の利用の状況

地価調査結果 99.00日 。。106.0 住宅

星野県から平成15年7月1日現
在の地価調査が罪表されました。

85.600 
地価調査は、国土利用計画法に

。。93.0 住宅

よる土地取引をスム ズに行うた

め、県知事力、毎年1回基準地を関

査し、その結果を公費するもので

す。

これは 国が行う地価公示とあ

わせて 般の土地を売買する陣の

目安と立る価絡です。官理課(市

世所4階) 吾宣所、市立図書館

で閲覧できます。

130日。。 147 O叩 事務所工場

| ・問合せ管理課庶務用地係官n・liffilI

臨 調
広緩うえだ10月168号に掲載した「都市環観賞決定」の配事と 11月3日に開催した景観づくり初
演会会場で配布した資料に配慮した「安藤宅」の住所が限っていました。町正しお詫びいたします
懐中央5-15-4 正中央4-5-15 ・1互11.16[12] 



-助成金 よ用30万円
.問合せ キリン福祉財団事務局

四03・5540・3522回ゆ3'5540'3525
.詳細岡市:;Iwww.kirin.co.jp/foundatior 

「連合・霊のカンパ」助成金

・輔 切 12月1日開
圃分野 新規にホームヘルプ、移送、宅老、配食サピ

ス、子育て王援等を行う匝体の運営・事業費

・助成金よ限10万円
.間合甘 さわやか福祉財団

803・5470・7751盟国3・5470.7755

広報うえだに対するご意見・ご要望は、秘.際広報担当(..甜6-8601よ図市大手 1-11-16
またはEメ ル koho@city.ueda.nagano.jp)へお寄せください。

生活E環境模
(包直通23・5120)

児

母子栂

こころの相鮫

12月15日間
13:30.......15:30 

12月10日嗣
9:30"-'11:30 

健康推進課
(怨直通23・8244)

「痴ほう」の得駿
高齢者介燈繰
("直通四・51初)

介.なんでも綱麟

持政相 殴

12月17日制
9:00.......17氾O

心配ごと帽 鍛

途律相 敏
(予約制)

児 盆 相 談

12月20日出
10:00.......12:00 

毎週土纏目
13:30.......15:30 

社会福祉協駿会
(D27・80田)

結 11 相 社会福祉惚穣会
(D22・3082)

法観相
(予鋲醐〉

上回碕工会隊所
<"22・4500)

市民プラザ・ゅう
(827・3123)

女性 総 合相 麟
〈尊佳朝日般民〉
〈土曜日隠事予約〉

[ 13 J 1丘11.16

納期限12月1日明)
・国民健康保険税 5周
・俗人事象税(県税} 後期

便利で確実な口座掻替のご利用を

..t岡市靖随ai健鯵
鎗滋30周準記念演奏禽
11周30目〈自〉

資総書官ぷEZ
..奏曲目
『アルルの量J*2組曲
.盤。ぼ唖メ匝レー
富蝿随ア=メスべeI司pJIT 他

E号袋市長が市置に対する

皆さんのご意毘を直後お聴

きし 「生活者起点」の市政

運営の参考にさせていただ

く「市民と市長の目」を開

催します。室参加を希望され

る方1;お申し込みください。

.とき 12月19日幽午後 1時-3時
・ところ 市長室(市役所本庁合3階〕
・対 象市内在住か往動の方(グループでも可)
・募集人数 5人(組)
.懇談時間 1人(総)につき20分程度
・申込み はがき FAX・8メールのいずれかに必ト軍事項を配
人し、 12月4日同まで[必務]に申し込んでください。
・記入事項a:住所:>l氏名曲年齢@駿梁@電話番号@話したい
内容(市政に関すること)を配人してください。なお、グル

プでの巾込みの掛合は、"加人数と代表者の住所 氏名など
を記入してください。

.申込先
「はがきJ"'<!lT386-86Dl上岡市役所総省銀内「市民と市長の日」係
rFAXJ図 23・5111上岡市役所秘轡課内「市民と市民の日」係
fEメール」 アドレス hishoka@city.ueda.nagano.jp

(件名を「市民とm長の日申込み」としてください)
圃その他 応募者多散の場合は、納選をさせていただく場合が
あります。開催日の一週間ほど前に、申込みの結果を全員の
方にお知らせします。
.間合せ 縦轡箆(宮22・4100困1112)

r、
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保健ガイド
| 健康推進課(国側-

「精神保健講演会」にお出かけを
精神障害者よ小地域家族会による講演会を開催しま

す。お気軽にお出かけください。

・と き 12月 4日同午後 1時30分-4時3日分

・ところ 上田市ふれあい福祉センター

・内容
講演会(午後 1時30分-3時)

演題 「ともどもの人生を」

講師石川好ーさん(前東部町中央公民館長)

体験発表(午後3時1日分-3時4日分)

家族会員による相談会(午後3時45分から 4時3C分)

ご希望の方は、お申し込みください。

.問合せ 上小地域精神家族会事務局(山びこの家)

fi24・9088

6o野はの方等に対するイン7ルエ〉ザ予慨濯由競:ついて
10月 1日号の広報でお知らせした日まかに、次の医療

機関でも実施できるように在りましたのであ知らせし

ます。

予防接種を受けてからインフル工ンザに対する抵抗

力がつくまでに2週間程度かかりますので、ご希望の

方は早め¢接種をおすすめします。

医療槙関名 iー 電話番号
ついじ内科消化器科クりニック(草地)

飯島耳虜咽喉科医院(末広町〉

29・8686
22・1270

G U D E 

型車?"州市幅邑思.t..) 
禁煙サポート相談のご案内

上回保健所では、がんをはじめ種々の喫煙関連疾患

の 次予防を図るため、たばこをやめたいと患ってい

る方が、無理なく禁煙に取り組める方法をスタッフと

緒に考える禁煙サボ 卜相談を行います。

初回指導に保健所においでいただいて、禁煙開始設

は 3ヶ月間に5回程度電話などで連絡を差しょげま

す。

輿暁を持った方禁煙のきっかけを探している方は

上回保健所へご連絡ください。

・連絡先 上田保健所保健予防諜吉村 ・小林

fi25・7148困23・1973

Eメル uedaho-hoken@pref.nagano.jp

~ひと・まちげんき o _ N!i柄
健康うえだ21 摂伝嗣L\，!~

も応援しています- iIillJP'引" a 

.r.;:ラヲと保健也シ11-
お子さんの遊び場に、保瞳者の方の集いの場に保値セン
ターを開放します。お気軽にぶらっとお出か11ください/
開放予定日時と場所

平成15年
11月28日園

12月22日開

とき 午(市上前世回9所市時保南~健庁1セ舎1時ノ24タ5陪分) 1月16日幽 ところ

平成16年 2月13日圃

3月29日開

諜個人の責任に基づいてケガの'"いよう遊びましょう。
端会場内での飲食l草ご遺慮ください，
(擾乳室と水分補給場所l立世けてあります。]

.......................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. 

|iJ!l月の乳幼児健康診査・教室 I 

1>聖付時間

母乳幼児健雌診脊午後 I時-1時45分

@2品質児教室 午後}時-!9115分

"①、@とも午後O時30分以仰!の畳付は
できません。

1>持ち物

①乳幼児健康診査 母子健康手帳、健康

診奈~ (赤ち。ん手帳の中にあります
ので記入してお持ちくださも、。3歳児

は自宅で視1J・聴力検査を実縮して、

結巣を記入してくださl、〉、ハスタオ

ル、おむつ、前プラン(1縫 6か月児}。

3歳児は、尿検査の容器をお送りしま

すので、お持ちください。

@2歳児教室 母子健康手帳、おたすね

用紙、樹プラン、コップ、おやつ代

〈実質)、おやつ川はし・フォ ク忽ど

とお皿

1>間合せ健康推進課(D23・8244)

-保健セン9ー(市役所繭存舎2階)

4か月

1歳6か月

3 歳

-坦国母子健康セン9ー[溜図・JlI酉地区の方のみ〉
4か月
3 露2.児教室

12月12日
12月11日

2旦旦旦

15.7.16-8 .15 

12.10.1-11.30 

13.9.1-10.31 

ヲ塩図・川西地区の 1歳6か月児健診は、 1月に行います.

・個別叩か月児健診{市内白書髭匡寮機関)

|個別10か月 I12月1日~末日 I15.1.16-2.15 I 
辺対象者には個別に遜知しますa鉾しくは健康維進探へ。
，:，年末 Z医療憐測で休E多目力異写りますので、ご権毘ください.

• • • • 

........................................................................................・
1互11.16[14] 



、電 • 
• γ ・上回市教育委員会

10月12日間、上田市内をコ スに、第17回上回古戦場健康マラソン大会が開催されました。

今回白書加者は計758人。市外から参加した方も大勢いました。

皆さんそれぞれのベースで、秋の上回路を気持ちよく走りました。

[15] 1丘11.16
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渦普
イギリスの国際写真コンペティ
ションにおいて芸術写真部門の
1等置を聾槽した。
「数年前、私I~手術をうけた.

麻酔をかけうれた時‘私の頭I~
ぐるぐる廻っているようだつた。
この作品はその感寛の貧しい豊
現である」

C 

そ
の
作
品

と
魅
力

雪だるまの行列
柴商高閣氏解説 rJII害の哩古
で湖水のし，};きが、古い構脚に
連りついて‘白いずJレマの行列
のよう私情景を呈している.水
面の調子を暗くおとし、湖畔の
力ーフと積雪面の前慣は主体の
興暁を置引を立たせている.
しb、も、ソフトフォ力ス{や
わら力、い焦点)が神秘的怒蔓し

'.さをあ己わしている」

ハ
リ
l
-
K
・
シ
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タ

{
1
8
8
71
1
9
6
3
)
は、

上
田
市
出
身
で
商
業
写
真
家
と
し
て
ア
メ
勺
力
で
成
功
を
収

め
た
、
日
本
を
代
表
す
る
写
真
家
の
一
人
で
す
。
現
在
特
別

展
を
開
催
中
で
す
が
、
そ
の
展
示
作
品
の
中
か
5
、
一
部
を

と
紹
介
し
ま
す
。

1互11.16[16)

' .眠

※説明支は、特別展に合わせて発行した図録よD掲載しました。

• 

クリスマル・カロル
日本の置国軍には.シゲ
タと夫人の連名でこの写真
でつく5れたクリスマス力
ドが届けられた.



ぐ}

圭r!!J作品主盤FiI

ドミノ・パイ
「シカゴのデ!(ートマーシャルフィールドゲー
ム部門のための広告写真で、東京、パリ、ロンド
ン、ベルリン、メルボルン、ヨハネスブルヲ、モ
スヲワ ロサンぜルス、ピッツ!(一夕、シ力ゴ、
二ュ ヨ フで展示される.ドラマティッ9to:ラ
イテインクと完壁忽構図がポイント」

ulリーCIrn・シゲタ目

時
間
・
室
聞
・
形
館

柴
開
高
陽
氏
解
脱
「
物
体
の
置
が
れ
て
い
る
板
に
描
が
れ
た
黒
い
線

と
、
パ
ツ
ヲ
の
翠
の
模
樺
は
よ
く
空
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、
懐
中
時
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は
タ
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の
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、
三
角
定
規
や
、
紙
草
ど
の
位
置
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と
膨
の
デ
リ
ケ
ー
ト

在
調
子
に
よ
る
立
体
感
描
写
紅
ど
、
さ
す
が
に
信
州
の
生
ん
だ
世
界
的

写
真
芸
術
家
の
名
作
品
だ
」

ツ
「新聞配達少年が、戦争の二ユ ス在持ってき
た崎、シゲタと私はキッチンスタジオにいました。
シゲタ白噛か5卵を取ってきて、 「己れはヒットラ
だjと言って、ひげと眉を卵に描昔、聾の毛を付
け加えました。私たちは適当証背景を作り、写買
を揮Dました。その次にシゲタI~スターリンを作
りました。 j

了.区τシ宅タその人生と写真」展閲催中

J現塑揖;哩明?塁鯉哩蛙問!:盟雪哲塑f哩r伊!F?(明月即)
の官2ttT731品号託tt;非主計bました。

15.11.16 [ 17] 



園育垂隼健室育虜強調月間』
子どもの見方を多面的に~大人の意識の見直しを~

今の青少年の状態を、その子どもの行動や鯵度だけで判断したり、また、個人の服装や
蜜型からその子を決めつけるのでなく、活在的に何かを抱えて生活している状況を理解し、
対応したいものです。とりわけ大人1..自分たちにとって思いどおりになる子を「良い子j
と捉えがちですが、「良い子Jの観点，.考え直す必要があると思われます。

11月はf全国青少年健全育成強調月間Jです。皆さんもこの月閣をきっかけとして 青少
年のことを自分自身の問題として畳け止め、子どもたちを渇かく、見守り支えてあげてく
ださい。

11月は『

地域の皆さんへ . 

子どもたちか狙われています~子どもたちを犯罪から守りましょう~
月間中、各自治会の少年縄場聾員を中心に青少年育成関係匝体の皆さんとさまざまな
形で地繊の環績を一斉点倹します。皆さまのご理解とご協力そしてご参加をお願いしま
す。また、「青少苛健全育成協力広の指定Jを依頼された商底主の皆さまは 趣旨をご理
解のうえご沼力ください。

あなたの大切な土地が狙われています-r有害自動販売機NO運動Jを進めましょう~
現在、上田市内に、アダルトビデオや雑蕊などの有害自動販売機が4か所に設置され

ています。対策として地域PTA等の方々には、たいへんご努力をいただいています。
青少年の健全芯育成の観点から、有害自動販売機微去活動にご協力ください。いったん

E安置されると、徹去するに，.、相当な期間と手続さが必要となります。土地を提供しな
いように また自販機を利用しないようにしましょう。

何力、ありましたら、生涯学習課や各地区の少年補導委員にご相談ください。
地織の皆さまの手をかしてください~地織の子どもは地織で育てましょう~
子どもたちは、地峨活動!こ委参加することによって多くの体験と問機を吸収します。家
庭や学校と俗巽なる人との出会いを経験し、さまざまな面性に触れ、主流の機会を持つ
ことにより人聞として成星し、自信やuの重量かさを得ることができます。
「地域の子ども臥勉域で育てる」ために、 青少年育成に係わる聞係役員を中山に地域の
皆さまのご協力をお願いします。

教育委員会の動き

.10月定例会

10月9口附開催した10月定

間金の主な内容は、次白とお

りです。

審議事項

r30人規模学級」の拡大

について

小学校 4年生以上への

130人規模芋級j拡大に係る

事業効果及び今後四対応等

について審議し、承認しま

した。

二上田市指定文化財「大六

のケヤキ」の現状変更につ

いて

上田市文化財保護審議会

に諮問していた「上田市指

定文化財丈六のケヤキJの

現状変更に係る答申につい

て審議し、承認しました。

文化財の指定について

上田市文化財保護審議会

白答申を畳けて審議した結

果、 「祇悶祭礼扉風」を上田

市指定文化財に指定するこ

とを決定しました。

青少年の皆さんへ . 

あなたのωの声を聞かせてください。~膏少毎電話相談室にお電話を~
学校に関すること、友だち、家庭のこと、進路や将来のことなど一人で悩んでいまで
んか?専門の先生があ芯たの悩みに応えます。鶴宮は厳守します。お気軽にお電話くだ
さい。
青少年電極栂骸室 上図教育相談所内(上田市常慾減6-3-29)

l ・問合せ生涯学習課青少年係~.l<l・ 5104

r"，・8080
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と
果
て
し
左
あ
り
半
世
紀
手
勺
へ

て
さ
み
と
わ
れ
と
白
血
会
ひ

保

野

清

水

ゆ

き

子

病
む
父
へ
ま
づ
粥
と
し
て
今
年
米

国

分

工
藤
じ
ゅ
ん

そ
ぞ
ろ
集
コ
ス
モ
ス
の
種
ち
〈
ち
く
と

小

山

淑

木

村

γ
モ

瓢
箪
に
金
を
萱
り
子
す
爺
た
の
し

佳

作

本

町

竹

内

ト

イ

ミ

ひ
い
ら
ぎ
の
零
る
る
庭
に
簿
日
さ
す

築

地

倉

薄

昭

夫

か
な
か
な
や
庄
屋
旧
居
の
韮
匡
門

北
大
手
町
中
也
被
和
夫

秋
の
蝶
墓
前
の
供
花
を
わ
た
り
ゆ
〈

御

所

竹

内

み

さ

お



『上旬本誌』目
翁さんrIょ q⑩.
市誌を使って
学習をする生徒たち

市誌編さん室E
("25・9741)

『上
田
市
誌
』
を
読
ん
で
い
る
の
は
、

上
田
市
立
第

一
中
学
校
(
一
中
)
白
生
徒

で
す
と
聞
き
、
さ
っ
そ
く
学
校
に
電
話

し
て
訪
問
し
ま
し
た
。

一
中
図
書
館
白

安
部
先
生
か
ら
市
誌
の
利
用
に
つ
い
て
、

政
白
よ
う
な
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。生
徒
た
ち
は
市
誌
を
大
変
に
よ
く
制

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
市
誌
を
読

む
生
徒
は
他
に
い
な
い
白
で
は
な
い
で

す
か
。
中
に
は
学
校
だ
け
で
調
べ
き
る

こ
と
が
出
来
な
く
て
、
家
に
特
別
に
借

り
て
い
く
生
徒
も
い
ま
す
。
難
し
い
歴

史
白
本
も
そ
れ
な
り
に
読
ん
で
ま
と
め

て
い
く
の
に
は
前
回
心
し
て
い
ま
す
。

私
は
生
徒
由
質
問
に
、
ど
こ
に
脅
か

れ
て
あ
る
か
を
示
唖
で
き
る
よ
う
に
市

誌
を
競
ん
で
い
ま
す
。
図
害
館
に
は
ほ

か
に
も
郷
土
に
関
係
し
た
本
が
あ
り
ま

す
が
、

「
市
誌
が
生
徒
に
は
最
も
読
み

や
す
く
、
冊
数
も
多
い
の
で
、
多
く
の

人
が
手
に
で
き
て
素
晴
ら
し
い
本
で
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

同
図
書
館
で
は
市
誌
の
陣
列
に
も
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ス
ベ

l

O 

ス
の
通
路
沿
い
に
市
誌
が
置
か
れ
、
維

も
が
容
易
に
本
を
取
り
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
各
分
冊
白
う
ち
3
冊

は
特
別
貸
し
出
し
が
出
来
る
よ
う
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
が
市
誌
を
読
む
の
は
政
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
で
す
。
学
校
が
進
め

て
い
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
タ
イ
ム

(総
合
的

な
学
習
の
時
間
)
の
目
僚
の
第

一
に
は
、

一
人
一
人
が
地
埴
白
中
に
入
っ
て
、

自

分
か
ら
課
題
を
探
し
て
追
求
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
生
徒
が
実
地
に
見
聞

し
た
り
、
市
誌
を
値
っ
て
質
料
研
究
を

し
て
い
る
由
で
す
。

一
中
の
学
区
内
に
は
遺
跡
や
歴
史
的

建
造
物
、
伝
統
的
産
業
や
行
事
な
ど
も

い
く
つ
か
あ
っ
て
、
生
徒
に
と
っ
て
恵

ま
れ
た
学
習
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
で

す
。
総
合
的
な
宇
宙
の
時
聞
は
、
各
学

年
剖
時
間
で
、

l
学
年
は
「
上
田
市
の

過
去
」
、

2
学
年
は
「
上
田
市
の
現
在
」
、

3
学
年
は
「
上
田
市
の
未
来
」
が
テ
!
マ

に
な
勺
て
い
ま
す
。
特
に
市
誌
を
使
っ

て
上
回
目
歴
史
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る

由
は

1
・
2
学
年
で
す
。
そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
が
学
習
し
た
成
果
は
松
岡
祭
(学

位
祭
)
で
公
開
さ
れ
る
の
で
す
。

今
年
は

9
H同
日
幽
・
幻
自
由
に
学

校
祭
が
聞
か
れ
ま
し
た
の
で
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
タ
イ
ム
白
発
表
を
見
聞
し
て
き
ま

し
た
。
学
年
テ
1
マ
は
、

1
隼
「
再
発

見
/
歴
史
と
伝
統
の
ま
ち
」
、
2
年
「
地

域
由
人
と
白
ふ
れ
あ
い
を
と
お
し
て
L

、

3
年
「
働
く
宮
轟
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

で
、
市
誌
と
大
き
く
関
わ
る
も
の
は
、

1
年
で
は
『
再
発
見
上
田
白
歴
史
』

『信
漉
国
分
寺
と
酷
民
将
来
符
』
2
年
で

は
『観
光
・
公
共
施
設
』『
自
鼎

・
環
境
』

で
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
の
発
表
も
、
学

習
の
成
果
が
よ
く
出
て
い
ま
し
た
。
市

誌
も
よ
く
読
み
こ
ん
で
あ
り
、
資
料
の

扱
い
方
も
適
切
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

未
来
を
背
負
う
中
学
生
た
ち
が
市
誌

を
読
む
こ
と
は
、
大
変
に
意
味
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
地
域
を
見
つ
め
る
目
は
、

ひ
い
て
は
国
や
世
界
を
み
る
目
に
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
ん
江
生
徒
を
支
え
る
の

が
車
挺
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
で
す

が
、
家
庭
で
も
市
誌
を
競
む
時
聞
を
つ

く
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
解
説
し
て
あ
げ

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

開川容悶

• 

『上
田
市
院
』
の
第
9
固
配
本
を
叩
月

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
緬
軍
ょ
の

都
合
に
よ
り
遅
れ
て
い
ま
す
が
ご
容
融

願
い
ま
す
。

O 
秋
晴
や
保
育
園
児
の
太
離
の
音

下
本
郷

M

仰
図
虚
子

子
と
孫
と
ま
あ
る
く
な
リ
て
送
り
孟

子

胸

町

神

脈

問

一

朝
寵
を
切
り
裂
い
て
購
撞
り
け
り

緑

が

丘

畑

和

人

か
ま
き
り
の
ま
だ
掛
か
り
芝
を
刈
る

川
辺
町
北
村
畳
美
子

夕
月
夜
孫
に
せ
が
ま
れ
電
車
見
に

大

毘

斎

藤

俊
樹

赤
と
ん
ほ
飛
行
線
君
を
教
え
け
リ

よ

沢

稽
固
ま
ゆ
み

浴
衣
肴
て
一
?
な
じ
覗
か
せ
豆
絞
り

八

木

沢

回

中

久

子

ピ
皐
れ
の
填
字
を
探
す
在
畏
か
な

岩

下

尾

沢

袈

裟

信

雨
に
入
り
雨
に
果
て
た
り
秋
彼
岸

稲

悶

国

中

優

美

子

間
引
某
の
棉
も
並
べ
り
寿
賀
町
膳

生

塚

春

原

征

一
一

茸
闘
中
に
通
草
の
ニ
つ
三
つ

還
者
吟

秋
深
く
な
り
ゆ
〈
も
の
に
日
は
あ
た
る

入

選

鋼

所

手

塚

若
者
は
責
任
感
会
お
き
迄
れ

被
訪

形

鷲

沢

鋭
教
が
増
え
て
名
月
埠
か
ぬ
頒

下
紺
屋
町
宮
崎
管

一
郎

空
々
し
い
遺
憾
の
言
葉
通
り
抜
け

佳

作

利
勝

須

川

手

忽

喜

代

子

断
れ
ば
紡
問
売
り
の
捨
て
台
詞

緑

が

丘

倉

符

さ
ん
ま
娩
〈
煙
の
中
に
母
が
居
る

大

手

町

山

崎

初
予

野
沢
革
の
重
石
夫
の
手
に
ゆ
だ
ね

緑
が
丘
菌
宮
沢

率
鶴

碁
仇
は
も
と
を
正
せ
ば
無
ニ
の
ま

下

常

図

遠

藤

夙
子

虫
封
じ
昔
の
知
恵
が
今
も
生
き

中

村

佐

藤

た

か

こ

謀
め
事
を
丸
〈
収
め
た
夜
の
美
酒

大

手

町

償

山

允

彦

教
育
に
目
覚
め
て
欲
し
い
国
と
親

上
常

閏

閲

礼

子

都
合
い
い
時
だ
け
聞
け
る
今
の
耳

神

剣

手

塚

良

良

ピ
こ
へ
行
〈
探
し
て
見
た
い
琉
れ
星

倉

升

柳

沢

守

一

ラ
メ
ン
厘
眼
鏡
〈
も
っ
て
お
き
宅
れ

上

常

図

白

倉

忠

雄

不
景
凱
を
六
甲
お
ろ
し
吹
き
飛
ば
し

学
梅
雨
問
中
す
い
子

も
う
動
め
な
〈
て
も
い
い
よ
物
語
り

価
V
鯨
mー

山

車
l
u
都

豊

独
り
言
軟
に
掘
り
ま
え
人
を
過
ぎ

生

塚

遺

磁

保
子

宵
の
酒
コ
ッ
プ
一
杯
孫
が
注
ぎ

新

関

背
絵

勝

江

木
犀
の
香
を
楽
し
め
る
幸
を
浴
び

舞

問

中

村

泰
子

百
患
の
義
父
に
孝
養
柳
友
た
た
え

評
事
事
官
角
度
で
良
い
句
あ

E
Eた

還
者
吟

い
い
目
覚
め
今
日
も
働
〈
聴
が
あ
る

[ 19) 

昭
雄巴

1月号の役諸方法
はがきに①題歌俳句

川柳の別、申氏名(ふりが

な) 骨自治会名、密電話

番号を配入のうえ12月11B 
桝&'着で上田市教育委員会

「教育うえだ」係("386.叩
25よ図市天神2-4-74)へ。
なお作品に鍵しい曹3震
があるぱあいはふりがなを

つけてください。

15.1U6 



J 
J 

上田市の

上田 町教会

明治25(1892)年、力ナダメソジスト教会l止日本メソジ

スト教会上田講襲所在鋪原にS創立しました.明治33年には

木町の民家在世Dて幼稚園在開
設し、同35年には丸堀|ζ梅花幼

稚園を新築して移転しまじた。ま

た、同37年にはこの幼稚園に隣
接して宣教師舘(平成5年下之
郷に事聾檀元)が建設されてい

ます。さうに、明治45年にr，ふと

の教会堂の前身が連世町に新車

されました。いすれの建物も下

見板張口ペンキ重りの横式で統

ーされていました.

その陸軍歌町にあった教会

の周囲が伝道に不適切左手環墳

と怒ったので昭和白(1934)年

に現在地に移転新築することに

草りました。工事は昭和目年9月

!こ起工同10年4月に献堂式(竣

工式)が行わ

れています。

当時の設計

保存さ

おり、設面

白本キリ

ト教団安

教会や、

京本郷の弘回邸1;>どを手訓オた東京麹IHJの古橋建築事務所(古
橋柳太郎)であったととがわかります。古橋l志麻布教会に属
していた信者でもありました。

教金堂は、前面の左寄りに尖塔JIiの屋哩の塔屋をつr:t，車

傾斜の切妻屋根で、下見極張口の外壁、尖塔形のアチをつ

けた窓が特徴で、主体をゴシッヲ様式でまとめています(写真

1).古写真をみると、舛壁目当初l草色付き柿渋謹り(黒褐色)

で現在の明るい外観とは、様棺を異にしています(写真2)。

※この建物は昭和41年線影の映画「けんかえれじいJ(鈴木滑順

原督)の舞台になっています.

/ 21 /1 ~12JJ 5/7 fiタ・イベけ汐Lシター 各種相談・乳幼児健康'審査'"については窓号または10月168号をご覧〈ださい。

上小児童生むを美術展(~298)砂 p.11 『清水浸子』を語る~大正期・上回の文化~砂，.7

21 金 市民お気軽集会「お元気ですか?市長です」 碁を打ってみませんか砕，.7
(19:00-/上青木公民館)

四 土
山2広鼎le;念館美術講座美術館館めぐり

つィ クエンドリサイクル(10:00-12:0日/やおふく上
(8切-/北斎館ほか)

堀居、しおだ野ショッピングセンター)
シリーズ信灘の古典「僧過の固とお伽草子」

盟 土 貴重資料紹介震肥念公開講座 (14:00-;中央公民館)

一」ー
(13:30-15:00/市立図書館) 版画年賀状教室砂p.l0

23 目
音楽と映偉による里山文化シンフ才二-"'p.l0 ふしぎマジック&おもしろパルーン教室"'p.l0

上由市短跨型文学祭砂ρ11 30 日 上旬市消防音楽縁結成30周年肥念演奏会砂p.13

オーストフ')アの日本語教師アシスタントポフンァィ
ふわっとテニス大会

(9:00-/自然運動止薗総合体育館)ア募集観腕会砂，.7

24 月
ホームページ作成セミナー 温図の鎗 『そば処J3周年配念感樹祭(-14日)砂，.7
(10:00-16:001メディアランドUEOA)
映画上映会「夢追いかけて」 月

童魁唱歌を楽しむ会砂，.7

(1 3 :30~、 16:30-;創造飽) 市営住宅入居者募集r-8日)砂，.7

25 火
第191Ql怠んでも無料相談日砂，，8

市民と市長の目
2 火

26 7)( (10:00-;市長室) 1日雇用均等窒
3 7)く
(8:30-17凹/小諸公共職業安定所)「聞い得セミナ 」

27 木
(13:30-;佐久市研修センター)

人権相級砂，.8市民お気軽集会「お元気ですか令市長です」 4 木
('9:00-/常盤町自治会館) 精神保健穆演会砂p.14

28 金
第2回うえだ環境市民会磁惨，.8

5 金 人繕組閣砂，.8
ぶらつと保健センター炉p.14

隠さ言 1丘11，16[20] 


	P1 表紙
	P2 市民意向調査にご回答いただきありがとうございました
	P3 活力ある魅力的な地域をみんなでつくりましょう
	P4 監査の結果を公表します①
	P5 監査の結果を公表します②
	P6 中世の塩田城下町
	P7 情報うえだ①(催し、募集)
	P8 情報うえだ②(お知らせ)
	P9 情報うえだ③
	P10 情報うえだ④(生涯学習)
	P11 情報うえだ⑤(生涯学習)
	P12 情報うえだ⑥
	P13 12月の相談
	P14 保健ガイド
	P15 教育うえだ
	P16 ハリー・K・シゲタ　その作品と魅力①
	P17 ハリー・K・シゲタ　その作品と魅力②
	P18 11月は「全国青少年健全育成強調月間」です
	P19 上田市誌 編さんだより
	P20 うえだ建物探訪

